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事業名 
中部横断自動車道 

（六郷
ろくごう

～増穂
ますほ

） 

事業 
区分 

高速自動車国道
事業 
主体 

 
中日本高速道路㈱ 
 

起終点 
自）山梨県西八代

やつしろ

郡市川
いちかわ

三郷
みさと

町宮原
みやはら

 

至）山梨県南巨摩
みなみこま

郡増穂
ますほ

町大 椚
おおくぬぎ

 
延長 １０km 

事業概要   

中部横断自動車道は静岡・山梨・長野３県を最短ルートで結ぶとともに、東名・中央・上信越自動車道とネットワークを
形成することにより、沿線地域の産業・経済・文化・観光等の発展及び振興に資する路線である。 

Ｈ１１年度事業化 Ｈ８年度都市計画決定 Ｈ１９年度用地着手 Ｈ１９年度工事着手 

全体事業費 664億円 事業進捗率 約９％ 供用済延長 ０km 

計画交通量 ７，１００台／日 

Ｂ／Ｃ  総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  

費用対効果 
分析結果 

(事業全体)  １．４ 
 
(残事業)    １．５ 

530/566億円 
事 業 費：    489/525億円 
維持管理費：     41/41億円 

784/784億円 
走行時間短縮便益：    743/743億円 
走行費用減少便益：      22/22億円 
交通事故減少便益：      18/18億円 

 平成２０年 

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施 

交通量変動  ： B/C＝1.6（交通量  +10%）  B/C＝1.3（交通量  -10%）  

事業費変動  ： B/C＝1.4（事業費  +10%）  B/C＝1.6（事業費  -10%） 

事業期間変動 ： B/C＝1.5（事業期間 -1年）  B/C＝1.4（事業期間 +1年） 

事業の効果等  

当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 

主要な観光地へのアクセス向上が期待される 

三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる                           他１２項目に該当  

関係する地方公共団体等の意見  

 中部横断自動車道は地域間の連携の強化、物流の効率化による経済活動の活発化などを促進し、さらに東海地震や富士山
噴火などの災害時における医療・救護活動や緊急輸送ルートとして大きな役割を果たすものと期待され、山梨県知事を会長
とする山梨県・静岡県中部横断自動車道建設促進連合会より整備促進の要望（平成２０年１２月）を受けている。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

 隣接する富沢～六郷間は、新直轄として整備中。平成18年12月に増穂～南アルプス間、平成16年3月に 
南アルプス～白根間が開通。東海地震の発生も想定される。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

 現在、用地買収中。一部橋梁下部工工事中。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

 今後も引き続き用地取得の推進を図るとともに準じ工事に着手する予定。 

施設の構造や工法の変更等  

 新技術・新工法や現地の状況変化も確認しながら積極的にコスト縮減を図っていく。 

対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  

 以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。 

事業概要図  

 
 

 

 

 

 

  総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの 
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注:本資料の IC名については全て仮称 

高  速  自  動  車  国  道

供     用     中

事     業     中

整備計画区間

基本計画区間

予  定  路  線

高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路

供     用     中

事     業     中

対
象
区
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